
講義

児童期における
相談支援の目指す方向性

上越市 健康福祉部福祉課 すこやかなくらし支援室
相談支援専門員 吉田有佳



獲得目標
児童期における相談支援専門員と児童発達支援
管理責任者の関係について理解できる

・児童期における相談支援の特徴と役割、基本的視点

・児童期における相談支援の現状

・児童発達支援管理責任者の地域連携における役割と現状

・相談支援専門員と児童発達支援管理責任者の連携

・児童期における支援会議

内 容

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料【改変】



講義内容の項目

1．児童期における相談支援が目指すもの

2．児童期における相談支援の現状

3．児童発達支援管理責任者の地域連携の現状

4．児童期における相談支援専門員と児童発達支援管理責任者の連携のあり方

5．相談支援専門員と児童発達支援管理責任者が実施する支援会議のあり方

6．まとめ～相談支援専門員と児童発達支援管理責任者との関係について

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



１

児童期における相談支援が目指すもの



成人期の相談支援と児童期の相談支援

生活ニーズの把握 適切な社会資源と結びつけていく

個別性を重視した

援助

利用者のニーズが

中心
生活の質の重視

利用者自身が問題の
解決に取り組んでい
く力をつけていく

意思決定を中心にし
た誰かに支配されな

い生活
利用者の権利擁護

障害者ケアマネジメント

ラ

イ

フ

ス
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ジ

を
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じ
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出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



こどもも大人も学び、成長していく過程は同じ

失敗

思いがけ
ないこと

躓き

悲しみ

不安

恐れ

迷い

戸惑い

躊躇

試行錯誤

リフレーム

体験

気付き
再挑戦

修正

自分自身の中で気付きがあり、方向を修正し、新たな
チャレンジをしていくことの繰り返しこそ日頃の生活
の営みとも言えます。そこでは自分の強さや弱さを感
じて、前向きになったり、立ち止まったりします。

励まし 見守り寄り添い 働きかけ

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期も成人期も公的福祉サービスの利用を
必要とする場合においては･･･

公的な福祉サービスを利用するために、受給者証が必要。その受給者証を行
政が発行するために利用計画を作成していく。

その利用計画には、必要とする支給量の根拠をしっかりと説明していく。

必要とする支給量とは、本人のための本人が必要とするだけのサービス量を、
本人と充分に話し合いながら利用計画案に書いていく。

支給の上限が市町村によって定められているため、上限を超える場合は、根
気よくその必要性を､あらゆる有効な手立てを､本人と共に申請していく。

7
出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期の相談支援の特徴

①．障害が未確定の頃から相談を開始し、計画相談の開始に至るまで
にケースによっては１～２年かかることはある。
②．障害者手帳を受けていないまま、医師の診断書又は専門家の意見
書を得つつ、計画相談を開始することがある。（市町村の審査会等の
評価が必要。）
③．発達の観点を中心に立案していくことが必要。（専門家の意見を
収集することが大切。）また、子どもの状態を共有していく際、医
療･教育も含め、複数以上の専門家が関わることは多く、それぞれが
日常的に使う専門用語、略語を使うこともあり、相談支援専門員が中
に入って、家族が理解できる情報の整理整頓に力を注いでいることが
大切である。
④．面談の主たる対象が保護者になることが大半。そのため、本人で
はなく、保護者の意向を中心に話が進んでいきやすいことに留意。
⑤．保護者だけでなく、祖父母、兄弟姉妹の気持ちや状態を把握し、
そうした方を対象とした面談の機会を検討していく必要がある。
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⑥．短期間に移行期が多く、モニタリングの頻度を調整する機会は多
い。
⑦．子ども自身が、成長と変化に富む時期であり、また転居等家庭環
境が大きく変化することがあり、福祉サービスの受給量について、増
減を検討する機会が多い。
⑧．学齢期の多くの事例は、日中活動の中心の場は学校であり、福祉
サービスの提供については、その生活の補完的な役割となることが多
いと留意していく。
⑨．入所支援利用の場合は、児童相談所が給付決定を行なうため、相
談支援を介さない。（事例によっては相談支援による後方支援の実施
を検討していく。）
⑩．社会的養護家庭の事例等、家族や利用している事業所など、障害
福祉以外の関係機関と情報の共有を重視しなければならないことがあ
る。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料

児童期の相談支援の特徴



こどもの時期の相談支援は難しい？

• 児童期の支援についてあまりよくわからな
いし、発達支援が難しい

• こどもの気持ちを大切にしたいが、こども
のニーズをどう捉えるのかが難しい

• 療育を受けていくことを大切にしているが、
情報が少ない

• 発達支援についてはわかるが、相談支援と
児発管の役割はどう違うの？

• 家族のニーズを中心に相談支援を行なって
いると、これでいいのかと悩むことがある

• 教育分野や、医療との連携が難しい

等々

保護者だってわかりません

保護者はいろんな情報に振
り回されています

療育を受けていけばいい
の？

誰の話を聞いていけばいい
の？

相談支援をなぜ受けた方が
いいの？

何をどこにどう伝えていけ
ばいいの？

保護者の気持ち

誰が保護者の気持ちを受け止めていくの？
出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



保護者の「わからない」に寄り添う

まずは発達検査を
受けてから考えま
しょう！

対人面でのスキル
をしっかりと伸ば
していきましょ
う！

お母さんがしっか
りしなきゃ！今が
大切な時よ！

慌てないで、お子さ
んの成長を見守って
いきましょう！

段々わからなく
なってきちゃっ

た！

子どものためにどうすれば
良いのか、個人的な意見を
述べる支援者たち

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



様々な情報と助言に戸惑う保護者！

• それぞれの支援機関の中で当たり前に使われている言葉が、
家族にとってはよくわからない言葉であることは少なくあり
ません。

• とても忙しくしている機関や事業所では、早口で説明をして
いることが多く、伝えたことが家族に伝わっているとは限り
ません。

話していることがわからなかった！
いろいろと言われたが、結局何から始めたら良いのか？
責められている気持ちになった！
今が大切なとき、がんばって！と言われ､落ち込んだ！
いくつも助言を受けたが、具体的な内容ではなかった！
わかったつもりでいたが、家に帰るとわからなくなった。

「私が直接会って、具体的にどのような助言だったのかを尋ねても良いですか？」
などといった情報の整理をお手伝いしていく役割を担う人が必要です。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



支援者と家族の間で情報の整理と伝達

行政

保育所等

保健センター
児童相談所

医療

療育

相談支援専門員

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期の相談支援における家族支援

とにかく療育を少しでも受けさ
せたい

家で過ごすより、専門家に見て
もらった方がいい

子どもが将来困らないように支
援してほしい

自立してほしいし、働けるよう
になってほしい

親はいつまでも子どものことを
みることはできない

サービス利用により、何が期待できるのかは充分保
護者に伝わっているのか？

子どもはどこで何をしたいと思っているのか。

子育てに自信がなくなっているのか。家庭での子育
てを楽しめていないのか。

家族それぞれの方は、子どもの福祉サービスの利用
についてどう考えているのか。

成人期の暮らしについて、イメージできずに苦し
んでいるのではないか。

障害があっても幸せな人生を送っていくことができ
ると思えないのではないか。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期の相談支援における家族支援

保護者が子育てに自信を持ち、子育てを楽しんでいるのであれば、子ども
は持てる力を大いに発揮できていくものです。一方、必要以上のサービス
提供により、保護者の子育ての力を弱める側面があると留意しましょう。

障害のある成人期の方々の暮らしについての情報提供、特に活き活きとし
た生活を送っている方の情報は、相談支援専門員から伝えたいものです。

まだまだ課題は多い福祉サービスであり、本人の強みを活かした選択肢が
見つかりにくい現状ですが、「家族が看る」といった価値観にとらわれな
いようにエールを送り続けましょう。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



公的福祉サービス以外の選択肢や情報を提示し
ていくことを重視すること
福祉サービス利用の時間以外の生活に注目しなくては、相談支援が
目指している役割は半減してしまいます。

• 成人期の生活に励みとなることが多い地域との繋が
りに着目したいものです。児童期はそのための土台
となる体験と、興味・関心事探しを積み重ねる時期
です。

子どもの居場所は通っているところ以外に一つでも多く見つけていきた
いものです。
楽しめるところだけでなく、落ち着くところ、ボンヤリできるところを
探していきたいものです。
そうして見つかっていった情報は、成人期の生活を支えていきます。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



障害児支援
利用計画案
の書き方

• サービスの利用量に関して、子ど
ものために、子どもが必要とする
だけを提案する。

• ニーズについては、いろいろと聞
かせていただく中で、このことを
希望しているのではないかと推測
したことを記述していく。後に支
援会議等を通して修正していけば
良いので、まだ本人や家族が意識
していないかもしれないニーズを
提案していくこと。

• 「申請者の現状」における概要に
おける今後の課題や実現していく
全体像、総合的な支援方針につい
ては、様々な会議により得られた
情報をまとめていく。

• 子どもの側に立っていくのが相談
支援専門員であり、利用計画案は
子どもの思いを代弁していくツー
ルとしていく。

「案」とは、「提案」
読んだ人の心を

動かしていくきっかけ
となるもの

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



障害児支援
利用計画案
の書き方

• 読み手を意識した文章の表現をし
ていくべきであり、本人と母親は
もちろん、父親、兄弟姉妹を意識
した文章を入れ込むことを意識し
たい。

• 地域の公園にどんな遊具があるの
か、近所の商店のこと、幼い子ど
ものいる親がよく連れて行ってい
る場所、民間の子ども対象の習い
事やサークル等、地域の実情をで
きるだけ知った上で、できるだけ
利用計画案に反映させていく。

• 公的な福祉サービスの中で、地域
支援を考える時に、一対一の支援
である移動支援について、地域と
のつながりを増やすきっかけとな
る利用の仕方を、常に探っていく
ようにしたい。

「案」➔「本計画」
「案」＝「本計画」
では、仕掛けができて

いない！

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



障害児支援
利用計画案
の書き方

• 短期目標は、すぐに取り組めそうなこ
とを中心に、モニタリング時に目標達
成！となること、良かったですね！と
振り返ることのできる内容を検討して
いく。

• 「その他留意事項」には、支援内容の
具体的な内容や、課題解決のための本
人（保護者・兄弟姉妹）の役割・立場
についての補足を書いていくことも意
識していく。

• 週間計画表における主な日常生活上の
活動については、主に表で示したこれ
からの日常生活に関して説明を加えて
いく欄だが、支援目標以外のことで、
チャレンジしてみてはどうかとか、こ
んな場所もあるよといった情報提供等
を記述することも考えていく。基本情
報としての主な日常生活上の活動には、
学校や事業所の様子を記すだけでなく、
夕方から就寝までの様子や、休日の様
子などを記述することも大切。

「案」が大切！
「本計画」は落としど
ころをまとめたもの！

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料【改変】

サービスの利用量
こどものために、こどもが必要と
するだけ提案

ニーズ
対話からの推察、まだ本人や家族が意識してい
ないかもしれないニーズの提案
こどもの思いを代弁

障害児支援利用計画(案)の書き方

概要・総合的な支援方針
様々な聞き取りや繰り返しのモニタリングで得られた
情報をまとめていく

短期目標
すぐに取り組めそうなことを中心に
目標達成！よかったね！と振り返ることの出来る内容で

支援内容の具体
的内容、課題解決
のための本人(保
護者、兄弟姉妹)
の役割・立場につ
いての補足



障害児支援利用計画(案)の書き方

支援目標以外のチャレンジ内容、提案
利用可能な資源の情報提供
夕方や就寝までの様子、休日の様子についての記載もよい

→休日の午睡、お気に入りの外出先等を記載することで、家庭で
の過ごし方を共有していく

「案」＝「提案」
読んだ人の心を動かしていくきっかけとなるもの
「案」→「本計画」、「案」＝「本計画」では仕掛けが出来ていない
「案」が大事。「本計画」は落としどころをまとめたものである。



児童期の相談支援専門員の役割～
情報の収集

相談支援専門員個人でできること
• こどもの実際の様子から確認する～家庭・利用している事業所・通っ
ているところ（毎回確認していくわけではない。少しずつ確認していっ
たことを、利用計画の基本情報の用紙に積み重ねていく。）

• 保護者の話から聴き取る～聴き取ったことがこどもの本当の姿や気持
ちではないとは理解しておく

• サービス担当者会議、個別支援会議で得られた本人の状態の情報を書
き込んでいく

いつの情報なのかはわかるように記録していく

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



どのような
情報の整理を
していくか？

親（保護者）の心配ごとと要望

子どもが望んでいること

好きなこと・嫌いなこと

支援目標ごとの役割分担

支援の方向性

誰が、いつ、どこで、何を、どのように

優先順位 時系列
出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



子どもの現状（基本情報） 《学童期》

１．子どもの育ち(支援経過・現状と課題等)

２．子どもの状況

子どもの名前 生年月日 年　　齢

電話番号

性別

発達の状況（主に家族から聴取した情報）

子どもの発達の評価（今後の発達課題） 家族の主訴（意向・希望）

３．支援の状況

名称 提供機関・提供者 支援内容 頻度 備考

その他の支援

公的支
援（福
祉サー
ビス
等）

移動支援または身体介護
☆ホームヘルプセンターEE
◆GG居宅介護支援センター
▽HHヘルパーステーション

放課後等デイサービス

住　　所

Ｈ○年２歳の時に○○認定こども園に入所。
H○年　3:1より週に一回、○○児童発達支援センターを利用。
H○.３月○○認定こども園卒園。児童発達支援センターの利用も終了。
H○.４月　○○小学校に入学　特別支援学級在籍

子どもの生
活支援
母親の就労
支援

5人家族

家族構成

医療の状況　※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

☆週２～３回
◆必要に応じ
て実施
▽週１回

①週２日
②週１日
③週２日

①AA放課後デイサービスセンター
②放課後等デイサービスBB
③CC児童デイサービス

①水・木曜日
②土曜日
③月・火曜日

☆月・火・金曜日
◆必要に応じて
▽金曜日

計画作成担当者

８歳

小学二年生。特別支援学級に在籍。２歳の頃より地域の保育所に通ってきたが、周りの子どもたちと保育所のスタッフに温かく見
守られ、嫌がることはなく、元気に、また楽しそうに過ごしてきました。S君から、クラスの子どもに働きかけることが多くな
り、Sくんが喜ぶ縄跳びをやって見せたりしているようです。元々マイペースなところはありますが、人懐っこく、笑顔の多い毎
日を送れるようになりました。就学後は、学校の人数の多さに圧倒される様子もないようです。また放課後などいくつかの事業所
を利用していますが、体調を崩すことはなく、安定した毎日を送っています。地域の子どもにS君のことを知ってもらい、互いに
関わる機会を持てることを大切にするために地域の学校を選びましたが、良かったですね。

Sくん

MORI森相談支援事業所

推測になりますが～
おともだちと一緒に跳んだり、走り回ったりすることは好きです。
お兄ちゃんやおねえちゃん達が、縄跳びしているのをたくさん眺めていたいで
す。
誰かが泣いていたら、僕も悲しくなるし、早く泣くのをやめてほしくなります。
電車の面白い動画があったら、教えてください。観たいです。

母親としては仕事をしていることもあり、今後も移動支
援と放課後等デイサービスの支援を受けていきたい。
本人のペースに合わせて生活しているが、学校や各利用
している事業所の理解も良く、日々元気に楽しく過ごせ
ているので、特に困っていることはない。
利用している事業所では、体を使った遊びなどしっかり
誘ってもらいたい。

手帳の有無

●健康・体調について　　　ここ数年特に風邪ひ
くこともなく過ごせている。水分補給は定時に声
をかけている。
　その他：視力～正確な視力検査は、本人が嫌が
るため実施できていない。医師の所見としては、
両目共に０．０１。コンタクトを使用したことも
あるが、特に有用感はない様子。聴こえについて
は問題なし。
●健康面で配慮すること～寒くても薄着になりた
がるところがあり、衣服の調整については配慮
要。好きな活動は疲れていてもやり続けるところ
はあり、日々の活動において、周りが調整してお
いくことも必要。
●その他、留意してほしいこと～てんかん
●かかりつけの医療機関
○○小児科医院、○○耳鼻咽喉科医院、○○眼科
歯科～○○歯科⇒月に一回受診中。治療中はネッ
ト使用。
服薬については、液体の薬はりんごジュースに混
ぜると、飲むことができるようになった。朝夕服
用。（処方されても服薬できないことがありま
す。）

H・K

●移動～階段の昇降時の様子～スムースに昇降できるが、降りる時は、視力のこともあり、注
意は必要。
　外を歩く時は、手をつなぎたがらないところがあり、急に走り出すこともあるため、リュッ
クを背負わせるようにし、リュックの持ち手部分をさっと持つなどして、安全に配慮してい
る。交通機関の利用については、ヘルパーとバスに乗って出かけることがあり、かなり楽しめ
ている様子。ヘルパーとはしっかり手をつないで歩いている。
●大好きなことと場所～電車を眺めること、ゲームセンターにあるポップコーン製造機のハン
ドル回しや、新幹線の乗り物についているタッチパネルを操作すること、水遊び（時折水たま
りに座り込んでしまうそうですね。）
●食事の時は～スプーンですくって、すくったものを左手にとって食べるが、手づかみの方が
多い。食べられるものは限定されるが、少し広がりは見せている。（筑前煮と肉じゃがの主に
お汁、カレー、細かく切ったハムの入った焼きそば、マカロニサラダ、バナナなど）
●排泄について～排尿：洋式に座って用を足すが、前方に尿が飛び出てしまいがち！尿意はド
アの取っ手をカチャカチャと動かして示す。入浴後、夜間、外出時はオムツ着用。大便の時は
便に触れてしまうので、ずっとそばについている。
●着脱～シャツ（ボタンなし）・ズボン・パンツについて、その気になれば脱ぐことはでき
る。シャツは頭を通すと、後は腕を通していくことが時折ある。
●意思の伝え方～何度か両手を合わせる動作を示すときは、何かをやってほしい様子。～す
る？などの質問に対しての、「イエス」の意もその動作。困った時は、信頼できる大人に抱き
ついてきたり、手を引いて示している。食べ物・飲み物については、具体物を持ってくる。顔
を覗きこんできたときには、何かの許可を求めていることもある。
●こちらから伝えていく時に気をつけること～他のところに行こうとするSくんに対し、携帯
の画面で行き先の画像を示すことで伝わったことがある。
●手伝い～片付けについて、遊んだ玩具を声かけにより片付けることはある。
●買い物～通常は、買い物に連れて行っても、エレベーターやエスカレーターのところばかり
で過ごそうとする。スーパーでは、特に冷凍のエリアのところに行こうとする様子。
●苦手なこと～子どもの泣き声にはかなり混乱してしまう。ＴＶで泣いている子どものシーン
でも混乱。悲鳴に近い声を出している。

作成日 令和3年○月○日

愛称（ご家族の方がお子さん

を呼ぶときによく使う言い方）

S・K

○県○○市○○町○○　○番○号

別紙１

㊚　・　女

000－000－0000
緊急連絡先：
上記の他にあれば記入 000－0000－0000

相談支援事業者名

療育手帳A

平成○年　○月○日

母

兄 本人姉

父

基本情報については･･･ 利用計画の担当とな
り、数回のモニタリ
ングを重ねていけば
これだけの情報量に
なっていきます。
（始めからこれだけ書きま
しょうと言っているわけで
はありません。）

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



子どもの権利擁護のための相談支援！

様々な立場の人の意見を整理しながら、子どもの気持ちを
探っていきます。（意思表明権支援）

大人たちが子どものためになると考えたことが、子どものた
めになるわけではないこともあると常に意識しましょう。

保護者を説得してはいけません。「納得」を尊重すべきです。

気になることやわからないことがあれば、どのような体験が
必要なのかを関係者に考えてもらうように促しましょう。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



特別支援教育コーディネーター

学校担任

言語聴覚士

医師

児童通所事業所

相談支援専門員

先月から週末になると一日中不機嫌で、
いつもなら笑顔になることも嫌がるのです！

このところ
自己主張が
強くなって
いますし、
どこかに連
れて行って
ほしいのか
な。

睡眠の状態はい
かがですか？充
分な休養が取れ
ていないのかも
しれません。

校長先生に会うとうれし
そうな表情です。おじい
ちゃんのことも大好きみ
たいですから、おじい
ちゃんに会いたいのかな。

行事が続いていて、
通常の授業と違っ
たことが多いため、
教室でのんびりと
過ごす機会が少な
いのかな。好きな
感触を楽しむ時間
を増やしていくこ
とも検討してみま
す。

事業所では、行き交う車
を眺められる窓際に行っ
て、おそらくトラックが
通る度に大きな声を出し
ています。働く車関係の
動画でも見せたら、喜ぶ
かもしれません。

皆さん、ありがとうござい
ます。ご両親は、それぞれ
の意見を聞いてどう感じら
れましたか？試してみたい
ことはありましたか？

Ｂくん

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



子どもの現状（基本情報） 《学童期》

１．子どもの育ち(支援経過・現状と課題等)

２．子どもの状況

子どもの名前 生年月日 年　　齢

電話番号

性別

発達の状況（主に家族から聴取した情報）

子どもの発達の評価（今後の発達課題） 家族の主訴（意向・希望）

３．支援の状況

名称 提供機関・提供者 支援内容 頻度 備考

その他の支援

公的支
援（福
祉サー
ビス
等）

移動支援または身体介護
☆ホームヘルプセンターEE
◆GG居宅介護支援センター
▽HHヘルパーステーション

放課後等デイサービス

住　　所

Ｈ○年２歳の時に○○認定こども園に入所。
H○年　3:1より週に一回、○○児童発達支援センターを利用。
H○.３月○○認定こども園卒園。児童発達支援センターの利用も終了。
H○.４月　○○小学校に入学　特別支援学級在籍

子どもの生
活支援
母親の就労
支援

5人家族

家族構成

医療の状況　※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

☆週２～３回
◆必要に応じ
て実施
▽週１回

①週２日
②週１日
③週２日

①AA放課後デイサービスセンター
②放課後等デイサービスBB
③CC児童デイサービス

①水・木曜日
②土曜日
③月・火曜日

☆月・火・金曜日
◆必要に応じて
▽金曜日

計画作成担当者

８歳

小学二年生。特別支援学級に在籍。２歳の頃より地域の保育所に通ってきたが、周りの子どもたちと保育所のスタッフに温かく見
守られ、嫌がることはなく、元気に、また楽しそうに過ごしてきました。S君から、クラスの子どもに働きかけることが多くな
り、Sくんが喜ぶ縄跳びをやって見せたりしているようです。元々マイペースなところはありますが、人懐っこく、笑顔の多い毎
日を送れるようになりました。就学後は、学校の人数の多さに圧倒される様子もないようです。また放課後などいくつかの事業所
を利用していますが、体調を崩すことはなく、安定した毎日を送っています。地域の子どもにS君のことを知ってもらい、互いに
関わる機会を持てることを大切にするために地域の学校を選びましたが、良かったですね。

Sくん

MORI森相談支援事業所

推測になりますが～
おともだちと一緒に跳んだり、走り回ったりすることは好きです。
お兄ちゃんやおねえちゃん達が、縄跳びしているのをたくさん眺めていたいで
す。
誰かが泣いていたら、僕も悲しくなるし、早く泣くのをやめてほしくなります。
電車の面白い動画があったら、教えてください。観たいです。

母親としては仕事をしていることもあり、今後も移動支
援と放課後等デイサービスの支援を受けていきたい。
本人のペースに合わせて生活しているが、学校や各利用
している事業所の理解も良く、日々元気に楽しく過ごせ
ているので、特に困っていることはない。
利用している事業所では、体を使った遊びなどしっかり
誘ってもらいたい。

手帳の有無

●健康・体調について　　　ここ数年特に風邪ひ
くこともなく過ごせている。水分補給は定時に声
をかけている。
　その他：視力～正確な視力検査は、本人が嫌が
るため実施できていない。医師の所見としては、
両目共に０．０１。コンタクトを使用したことも
あるが、特に有用感はない様子。聴こえについて
は問題なし。
●健康面で配慮すること～寒くても薄着になりた
がるところがあり、衣服の調整については配慮
要。好きな活動は疲れていてもやり続けるところ
はあり、日々の活動において、周りが調整してお
いくことも必要。
●その他、留意してほしいこと～てんかん
●かかりつけの医療機関
○○小児科医院、○○耳鼻咽喉科医院、○○眼科
歯科～○○歯科⇒月に一回受診中。治療中はネッ
ト使用。
服薬については、液体の薬はりんごジュースに混
ぜると、飲むことができるようになった。朝夕服
用。（処方されても服薬できないことがありま
す。）

H・K

●移動～階段の昇降時の様子～スムースに昇降できるが、降りる時は、視力のこともあり、注
意は必要。
　外を歩く時は、手をつなぎたがらないところがあり、急に走り出すこともあるため、リュッ
クを背負わせるようにし、リュックの持ち手部分をさっと持つなどして、安全に配慮してい
る。交通機関の利用については、ヘルパーとバスに乗って出かけることがあり、かなり楽しめ
ている様子。ヘルパーとはしっかり手をつないで歩いている。
●大好きなことと場所～電車を眺めること、ゲームセンターにあるポップコーン製造機のハン
ドル回しや、新幹線の乗り物についているタッチパネルを操作すること、水遊び（時折水たま
りに座り込んでしまうそうですね。）
●食事の時は～スプーンですくって、すくったものを左手にとって食べるが、手づかみの方が
多い。食べられるものは限定されるが、少し広がりは見せている。（筑前煮と肉じゃがの主に
お汁、カレー、細かく切ったハムの入った焼きそば、マカロニサラダ、バナナなど）
●排泄について～排尿：洋式に座って用を足すが、前方に尿が飛び出てしまいがち！尿意はド
アの取っ手をカチャカチャと動かして示す。入浴後、夜間、外出時はオムツ着用。大便の時は
便に触れてしまうので、ずっとそばについている。
●着脱～シャツ（ボタンなし）・ズボン・パンツについて、その気になれば脱ぐことはでき
る。シャツは頭を通すと、後は腕を通していくことが時折ある。
●意思の伝え方～何度か両手を合わせる動作を示すときは、何かをやってほしい様子。～す
る？などの質問に対しての、「イエス」の意もその動作。困った時は、信頼できる大人に抱き
ついてきたり、手を引いて示している。食べ物・飲み物については、具体物を持ってくる。顔
を覗きこんできたときには、何かの許可を求めていることもある。
●こちらから伝えていく時に気をつけること～他のところに行こうとするSくんに対し、携帯
の画面で行き先の画像を示すことで伝わったことがある。
●手伝い～片付けについて、遊んだ玩具を声かけにより片付けることはある。
●買い物～通常は、買い物に連れて行っても、エレベーターやエスカレーターのところばかり
で過ごそうとする。スーパーでは、特に冷凍のエリアのところに行こうとする様子。
●苦手なこと～子どもの泣き声にはかなり混乱してしまう。ＴＶで泣いている子どものシーン
でも混乱。悲鳴に近い声を出している。

作成日 令和3年○月○日

愛称（ご家族の方がお子さん

を呼ぶときによく使う言い方）

S・K

○県○○市○○町○○　○番○号

別紙１

㊚　・　女

000－000－0000
緊急連絡先：
上記の他にあれば記入 000－0000－0000

相談支援事業者名

療育手帳A

平成○年　○月○日

母

兄 本人姉

父

子どもの気持ちに寄り添って･･･

子どもの発達の評価（今後の発達課題）

推測になりますが～
おともだちと一緒に跳んだり、走り回ったりすることは好きです。
お兄ちゃんやおねえちゃん達が、縄跳びしているのをたくさん眺めていたいで
す。
誰かが泣いていたら、僕も悲しくなるし、早く泣くのをやめてほしくなります。
電車の面白い動画があったら、教えてください。観たいです。

子どもの目線で何に関心を持ち、
どんな気持ちで日々を過ごして
いるのかを、まずは相談支援専門
員と児発管が話し合って書き込ん
でいきたいものです。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



こどもの将来に不安を持つ保護者～成人期の暮らしとは？

• 学校卒業後の暮らしをイメージできずに、こどもが小学校高学年になっ
てくると、こどもの将来に不安を持つ保護者が多いものです。

• 働く場を見つけ、日中活動の場を考えることは大切ですが、その他の生
活場面についても、充実していくことを考えていきたいものです。

• 「就労継続支援A型事業」「就労継続支援B型事業」「生活介護」「就労
移行支援事業」…といった障害福祉サービスの内容や比較ができないま
ま、高校3年生の我が子をもつ保護者が多くいます。。

• 趣味を多く持ち、余暇が充実していることこそが、成人期の暮らしを支
えていくと考え、そのための支援目標を考える支援者は、決して多くは
ありません。

小学生になった我が子をみて、次第に保護者は、「思春期」を憂い、学校卒業
後に不安を感じ、「親亡き後」への不安が増していきます。その憂いや不安は、
児童期の教育・福祉・医療の支援者たちが、募らせているのではないでしょう
か？児童期の支援者たちが、障害のある方々の成人期の暮らしについての情報
をほとんど持ち合わせていないことは多く、適切な情報と選択肢を提示できて
いれば、多くの不安は解消できます。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



障害の状態、障がいの特性を考慮していくことはもちろん大切ですが、子どものこと
を真剣に考え、共に歩もうとする人との出会いで、予想を超えた成長を遂げることが
あります。

すてきな「出会い」を仕掛けていくことは、相談支援を中心に考えていきたいもので
す。

今の子どもの姿を愛おしく想い、今のあなたのままで充分なのだということを子ども
に届けていくことも、大切なことです。

どうせできない、無理をさせてはダメ、健常児ではない、将来もできるだけ手をかけ
ていく必要がある･･･といった差別的な見方と長期的に戦っていくことが必要です。

子どもの権利擁護のための相談支援！

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期における相談支援の現状

２



第３期障害児福祉計画について
（計画期間～令和６年度から８年度）

（市町村障害児福祉計画）

・障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保に係る
目標に関する事項

・各年度における指定通所支援又は指定障害児相談支援の種類
ごとの必要な見込量 等

（都道府県障害児福祉計画）
・障害児通所支援等の提供体制の確保に係る目標に関する事項

・当該都道府県が定める区域ごとの各年度の指定通所支援又は
指定障害児相談支援の種類ごとの必要な見込量
・各年度の指定障害児入所施設等の必要入所定員総数 等

厚生労働省HP 「第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の概要」より引用

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期における
セルフプランについて

セルフプランだと、「担当者会議やモニタリングが実施されない。」「サー
ビス（支援）提供事業所との調整を自身が行わなければならない。」という
デメリットがある。
相談支援におけるモニタリングの重要性、有効性を考慮し、多職種連携等
チームアプローチとして子どもを支えていくために、必要に応じた会議の実
施は、移行期の多い児童期だからこそ重視すべきことである。
保護者に対するエンパワメントの観点からは、保護者が制度について理解し、
子どものための支援計画のあり方について見通せるまで、まずは相談支援専
門員が担当していくという考えで良いのではないか。
また、「セルフ」とは、障害者本人を指すのであり、保護者が作成するセル
フプラン自体が、本来の「セルフ」ではないと考えることはできる。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



新潟県におけるセルフプランの状況



保護者の思いや専門家の意見が中心になりがち。（子どものニーズが中心で
あるべき）

通所先が決まった段階で関わりが始まりがち。（いくつかの見学の後に決定
していく過程は重要）

「子どもの現状」が十分に把握できていないまま、結論を出してしまいがち。
（方針を検討するためにさまざまな立場の意見を収集していくべき）

療育を受ける、特別な支援を受けることがゴールとなりがち。（子どもに
とってより良い暮らしを考えていくためには、あらゆる資源を活用すべき）

児童期の利用計画作成において共有してほしい課題

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



相談支援専門員とサービス管理責任者・児童発
達支援管理責任者の連携における課題

相談支援事業所と関係する事業所（同法人等）の利用のための利用計画
作成が多く、本来の相談支援の機能を果たせていないこと

障害児支援利用計画をもとに個別支援計画を作成していくことや、モニ
タリング以降、個別支援計画を活かした利用計画等の作成ができていな
いこと

子どもが参加するサービス担当者会議等が適切に実施できていないこと
や、個別支援会議は児発管と保護者のみで実施していることも多いこと

・・・という状態を少しでもなくしていくためにはどうすればいいのか？
出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童発達支援管理責任者の地域連携の現状

３



全ての子どもが共に成長できるようにしていくこと

同年代の子どもとの仲間作りを図っていくこと

子どもを育てる家族への支援を丁寧に行なうこと

子育て支援における育ちの場において、障害のある子どもの支援に協力で
きるような体制づくりを進めていくこと

切れ目の無い一貫した支援を提供する体制の構築を図ること

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



（児発管が考える）地域連携について
◇「気になる」段階から気軽に保護者からの相談に応じたり、子ども
への療育が提供できる身近な場となる。
●地域全体の児童通所支援の実態を把握し、自事業所と他の事業所のそれぞれの役割
を説明していくための連携
●障害者手帳・診断名ありきの利用を前提とせず、保護者が「気になる」時期に必要
なだけ寄り添うために一事業所だけで対応しないための連携

◇家族支援を含め個々の状況に応じた療育や発達への支援が、地域の
支援システムづくりにつながることを意図して支援を提供する。
●通過していく機能を果たすために「次」の利用先の選択肢を増やすための連携
●地域の中での役割の明確化および、方向性を共有するための連携

◇サービス担当者会議への参加等、より積極的な地域連携を心がけ、
発達支援の地域拠点として機能発揮する。
●地域と子どもとの接点を常に探っていくための連携
●個別支援計画においては、集団活動での参加状況や、集団活動に参加していくため
の効果的なやり方を常に確認し、その可能性を探るための連携
●子どものために、地域の中の有能な人材を見つけていくための連携

子どものライフステージに応じた一貫した支援

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童発達支援管理責任者の地域連携
の現状に関する課題

自事業運営と利用児の確保に懸命で、それぞれの事業所の得意なこと、決
して得意ではないことの情報交換ができていない。

「連携」については、子どもの情報の申し送りが主となりがちであり、つ
ないだ後の連携は不十分である。

連携先の組織に情報を申し送りしても、実際の担任に情報が届いていない
ことは､決して少なくない。

地域全体が児童発達支援の土壌であり、相互に協力しな
がら、子どものためにより適切な支援提供を行なってい
くために検討を重ねていく必要がある。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童発達支援管理責任者の
「相談･援助」と「関係機関との連携」

発達支援の観点から～関係機関との連携と相談援助により、子どもの評価を共有
し、支援の質の充実に努めていく。

移行支援の観点から～それまでの支援内容と今後の支援の方向性が、保育所や学
校等に適切に移行され、引き継いでいく。

家族支援の観点から～子育てにおける保護者の思いを尊重し、保護者に寄り添い
ながら、必要に応じて関係機関と連携し、個別に相談の機会を重ねていく。

地域支援の観点から～障害のある子どもの健全な発達のために、地域社会とふれ
あう機会を作っていく。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期における相談支援専門員と
児童発達支援管理責任者の連携の在り方

４



サービス（支援）提供を受ける側に立って考えると、相談支援専門員と児童発達支
援管理責任者の役割は明確な方が良いでしょう。

ケースによって役割は変わっても良いと柔軟に考え、例えば、相談支援専門員は子どもの１
年先、数年先をご家族と一緒に考え、児童発達支援管理責任者は現状の困り感とそのための
調整を考えていく役割と考えていくのも一考です。

子どもの日々を見ているのは、児童発達支援管理責任者なのですから、家族の不安、本人の
戸惑いなどをキャッチし、児童発達支援管理責任者から関連機関への情報共有と、適切な支
援、一貫性のある支援を求めていくのは当然のことです。

連携・調整していくのは相談支援専門員であることも、児童発達支援管理責任者で
あることもあります。

児童期における相談支援専門員と
児童発達支援管理責任者の連携のあり方

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



障害児支援利用計画と個別支援計画の関係

• 障害児相談支援専門員は、障害児支援利用計画案を
立てる時、（更新・モニタリングの際は、利用している事
業所の子どもの様子を実際に観察することは大切です。）
また立案した後で、関係者にその内容を伝え、事業
所の意見を十分に把握した上で、正式なプランを作
成していきます。

• 正式な障害児支援利用計画は児童発達支援管理責任
者の手に届けていく。

• 児童発達支援管理責任者は、障害児支援利用計画の
内容に納得をした上で、自事業所における個別支援
計画を作成し、障害児相談支援専門員に届けていく。

本
人
・家
族
の
承
諾
の
も
と
で

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



どこが相談支援専門員の役割？どこがサビ児管の役割？

ケースを見立てるということに役割の区別はありません。

一緒に情報を共有し、一緒にアセスメントしていくことになります。

そして、一緒に「総合的な援助の方針」を考えていくことになります。

ケースを大まかに捉えることができないと、家族のニーズや支援者の主観に、
ご本人が振り回されることになります。

ご家族や周囲の意見や訴え一つ一つに振り回され、支援のベクトルが見失われ
ていることが少なくありませんので、注意しましょう。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



個別の支援における
児発管と相談支援専門員の視点

まずは、このこどものことについて一緒に考えていきましょう！まずは、このこどものことについて一緒に考えていきましょう！
どんな子ども？

どんなところを大切にしたい？

どんなところがよく伸びていきそうか？

その子どもがいることにより、周囲の人で助かっている人、喜んでいる人、活かされている人、学んでいる人はいるか？

次に、お母さんのことについて一緒に考えていきましょう！次に、お母さんのことについて一緒に考えていきましょう！
どんなお母さん？お母さんがよく頑張っているところは？

我が子のどんなところを認めている？

父親や祖父母の思いは？兄弟姉妹に関しての悩みは？

お母さんが悩んでいることの中心は何？

児発管主導

相談支援専門員
主導

児発管は
情報提供と

具体的目標の提示

相談支援専門員は
情報整理と

地域資源を活かす
提案

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



「総合的な援助方針」
• 当面の援助の柱となること、支援の方向性
• 支援チームとして目指すべきもの
• ケースの見立てをしていく中で、本人の今の状態にあって
いる内容
気をつけること
①支援者がこうなってほしいという希望ではない
②当面の援助方針とは、次回の更新時期も含めて２～３年後
も考慮（数年先でも現実的に実現不可能な内容を、ニーズ
があるからといって書き込むのは検討不足と考えるべき）
③次回の更新時期までにどの程度実現可能なのか（頑張れば
できる！と支援者が思い込んでいないか？）
④本人や家族はもちろんのこと、関係者が納得できる内容と
なっているか

• 当面の援助の柱となること、支援の方向性
• 支援チームとして目指すべきもの
• ケースの見立てをしていく中で、本人の今の状態にあって
いる内容
気をつけること
①支援者がこうなってほしいという希望ではない
②当面の援助方針とは、次回の更新時期も含めて２～３年後
も考慮（数年先でも現実的に実現不可能な内容を、ニーズ
があるからといって書き込むのは検討不足と考えるべき）
③次回の更新時期までにどの程度実現可能なのか（頑張れば
できる！と支援者が思い込んでいないか？）
④本人や家族はもちろんのこと、関係者が納得できる内容と
なっているか

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



「総合的な援助方針」の立て方の例
何を子どものための支援の柱とするかで、書き方は変わる！

【特別支援学校高等部２年生の事例】

• 「当面の援助の柱となること、支援の方向性」を柱とする場合
「将来的には働きたいという気持ちを持っていらっしゃいます。
高等部を卒業するまでに一年半ありますが、一人で出かけるとい
うことがどこまでできるかにより、選択肢が変わっていきますの
で、外出に関し公共交通機関の利用も含めてできること、できそ
うなことを探っていきましょう。」

• 「支援チームとして目指すべきもの」を柱とする場合
「将来的には働きたいという気持ちを持っていらっしゃいます。
まずはどんな仕事が合っているのか、どんな作業だと集中して取
り組めるのかを１，２年かけて一緒に話し合う機会を重ねていき
ましょう。」

• 「ケースの見立てをしていく中で、本人の今の状態にあっている
内容」を柱とする場合
「お兄さんみたいに働きたいという気持ちを持っていらっしゃい
ますが、お兄さんが初給料でご家族を外食に連れて行かれたこと
がカッコいいと感じたようですね。まずはお手伝いをして小遣い
を得て、そのお金を使うという体験を重ねていきましょう」

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者は・・・

• 相談支援専門員の示したサービス等利用計画・障害児支援利
用計画を参考にして、自事業所が展開する支援を、必要なだ
け、本人や子ども（その家族）に提供することになります。
（受給量に関して事業所から直接家族に増やしていくことを勧めるとい
うことは、特別なケースを除いて、適切ではありません。事業所以外の
第三者の視点から、受給量を提案していくという仕組みがベースである
ことは理解しておきましょう。）

• 事業所が提供する支援内容についての具体的な個別の支援計
画を担当に作成させ（あるいは自身が作成し）、家族の承諾
を得て、適切に支援が自事業所で提供されているかをチェッ
クし、モニタリング時などに相談支援専門員に支援提供の状
況を報告していく、といった流れが、主なサービス管理責任
者・児童発達支援管理責任者と、相談支援専門員の関係と理
解しておきましょう。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



児童期の相談支援専門員は・・・
• 年齢と体力に合わせて、その子がその子らしく生きていくことを目指し
て、よりバランスの良い（その子どもとご家族にとって無理のない）
日々の生活全体の流れをチェックし、地域全体を見つめながら、理想で
はなく、現実的に少しでも子どもと家族が元気の出るプランを、意見を
収集し、得られた情報を整理していく。

• 地域の中での関係性づくり、絆を特に重視していく。

児童発達支援管理責任者は・・・
• 発達のアセスメントを重視し、その子どもの障害特性と医療的に配慮す
べきことをチェックし、合理的な配慮事項についてまとめたことを関係
者に発信していく。

• 子どもが欲している刺激、落ちつける環境について、日常的に試行錯誤
して理解できたことを関係者と情報共有していく。

• 合わせて、一対一での人と人との関係性において、その子どもとのベス
トマッチングを常に考慮し、ヒントとなる情報を関係者に提案していく。

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



相談支援専門員は、子どもの利用計画を児発管に渡して

• サービス担当者会議等において、その子どもの強みに着目した意見、情
報を集めていくことに努める。

• 会議の際はまず会議のテーマについて確認し、会議の後半は次回会議の
時期とテーマを確認する。次回の会議のテーマが決まったら、それまで
に誰が何の役割を担うのかを話し合っていくよう促していく。

児発管は、個別支援計画を相談支援専門員に渡して

• 子どもと家族が前向きになる支援の方向性を提案していく。

• 自事業所の提供する支援の方向性を示すだけでなく、地域、圏域全体の
児童期の最新の支援状況について理解し、現実的で家族が混乱しない情
報を提供していく。

• 子どもの地域生活、家庭での暮らし等、日々通っているところ以外での
時間帯に、どのような配慮をしていけばよいのかを具体的に考え、提案
していく。

相談支援専門員と児童発達支援管理責任者の役割と留意点

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



顔が分かる関係

顔の向こう側が見える関係
（人となりが見える関係）

顔を通り越えて信頼できる関係

会ったことのない人たちの顔がとりあえず分かるようになる

どういう考え方をする人で、
どういう人となりかが分かるようになる

信頼感を持って一緒に仕事ができるようになる

■顔の見える関係とは

日常的な会話やかかわりを通して、性格、長所・短所、仕事のやり方、人となり
が分かる



相談支援専門員と児童発達支援管理責任者が
実施する支援会議のあり方

５



誰が配慮していくのか？

ため息しか
出ない！

来月から、夫は
長期出張！

他の病院受診
も考えた方が
いいかしら…

有給休暇は残
り少ない！

関わり方が甘
いって言われ
ても…

下の子はまだ
１歳だし…

お兄ちゃんの
担任に呼ばれ
ちゃった！

夕食をつくる時
間がないわ！

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



子どものための有意義な支援会議を行ないま
しょう。
そのためには･･･
• 何をテーマに話し合うのか事前に決めていきましょう。
（単なる報告会にしない。）

• どのような仕掛けにより、子どもの笑顔が増えていく
のかを考える機会を持ちましょう。

• 子どもが真剣に取り組めそうなこと、どのような役割
だと自らやろうとするのか、誰のために何を手伝いた
いのかについて検討してみましょう。

• その上で、今、誰が、何について、どこで、どのよう
な理由で、困っているのかについての情報を整理して
いきましょう。

サービス担当者会議・個別支援会議
関係者による連絡会議など

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



障害児利用支援計画と個別支援計画の連動

二つの計画は、少なくともそれを受け取る家族にとっては、別
物では困ります。

二つでセットであり、全部を読んで、子どものことが「また少
し愛おしくなった！」と感じていただきたいものです。

似た文章だけど、
お母さん戸惑わな
いかしら？

この目標だと、
この子はやる気に
なれないのでは？

こういう表現は、
個別支援計画に
書いた方がいい？

この言葉は、両方の
計画に入れてみませ
んか？

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



会議の進行例

挨拶と出席者から
の各々一言

今回の会議の目的
共有

目的に沿った情報
収集

情報の中でのこど
もの強みの確認

わかってきたこと
の整理

知りたいことの

整理

次回に会議までの
役割分担

次回会議の設定

こどもの参加は大切！
常にこどもに声をかけながら進行していく

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



まとめ

児童期における相談支援の目指す方向性

６



6．まとめ～相談支援の目指す方向性は…

相談支援専門員と児童発達支援管理責任者が日常的に絡み合い、子ども
と保護者が元気になる会議を行なっていきましょう。

子どもの生活全体を振り
返る機会

支援全体のつながりと支援の
効果を検証する機会

成人期の現状を共有し、
現実的な目標を探る機会

子どもの発達において必要な
具体的な支援を提案する機会

子どもの関心、得意なこと、苦手
なことなどを共有する機会

子どもと家族にとって必要な公的福祉
サービスの支給量を調整する機会

子どもらしさ、愛しみを
確認する機会

保護者の不安、困っていること、きょ
うだいの思いを共有するする機会

相談支援専門員

児発管

事業所ができる支援をあきらかにし、
支援のゴールを共有する機会

出典 令和6年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修資料



獲得目標【確認】

振り返り

・児童期における相談支援の特徴と役割、基本的視点
→障害受容のタイミングからの寄り添い、発達的視点、家族支援、情報の整理、
権利擁護

・児童期における相談支援の現状
→セルフプランのあり方、相談支援介入のタイミング、相談支援専門員と児童
発達支援管理責任者の役割

・児童発達支援管理責任者の地域連携における役割と現状
→地域全体が児童発達支援の土壌、児童発達支援管理責任者が積極的に地域と
関わる

・相談支援専門員と児童発達支援管理責任者の連携
→目的を共有した上で、お互いの役割を果たす

・児童期における支援会議
→会議の意味や目的の共有、障害児支援利用計画と個別支援計画についての協議

児童期における相談支援専門員と児童発達支援管理責任者の関係について
理解できる


